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6 I敵陣面i I信武府中兵参軍 |臨間内史・都督 I j蓬沙欧臨氏|練119欧陽制伝
:71首長二二[ー 二二二二D~五種革血 c:::::::c抑捨布氏:::D~昼:在者争ヰ主二二
8 I酷誼紀提訴 I 呉興問氏 l陳曾5宜帯紀太坦D2年
9 I 程茂吉~通直1盟関侍即・句容令 I ~部 t助防 |新安程氏 i陳曾 10程璽洗伝附
10T主詰一一{古:)"[i副島主的i<j;i言語iC...r首選てw術品i拍広顎↑説嵐主民 |首長引宝極之否両一




2 I陣直之 |主密 1:文施主帥 |韓興臨氏 |鍵脅 32陣直之官-31剖隔必 r.............rj頑耐拍亙 1"...........，剖曾9S.!i;員掃討ji…
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6 I孫瑠 |艦j!l態別1嗣王行参哩 IfI!J節・ li主 |呉郡酷氏 |陳笛 25孫場伝n到罪二二[:::::二 二二二[二二...二 一二r..二二二塁品質主種主枠J長----
8 I沈格 |郡終繭映主簿 |吏州刺史 |呉興沈氏 |腕由 12沈怯伝
9 I陳思醒 I I fI!J節・前監査臨海I~ I 酷愈35陣費腔暗
1Or甘;ti …下…… r;田耐. i，)ij両j!;....l持1扇面員百 1頑ilIi5i扇面i伝一一一
中
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
者
は
わ
ず
か
八
名
に
す
ぎ
ず
、
付
伝
者
と
し
て
除
授
が
確
認
さ
れ
る
者
が
五
名
、
そ
の
他
の
就
任
者
の
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
不
明
に
近
い
。
な
お
、
本
表
の
空
欄
は
す
べ
て
不
明
個
所
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
超
武
・
宣
猛
の
二
将
軍
就
任
者
は
、
基
本
的
に
寒
門
な
い
し
そ
れ
以
下
の
、
軍
功
に
依
拠
し
て
昇
進
を
は
か
る
階
層
出
身
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
、
表
⑥
の
2
、
陳
慶
之
は
、
『
南
史
』
巻
六
一
陳
慶
之
伝
に
、
梁
世
寒
門
達
者
唯
(
陳
)
慶
之
輿
食
襲
。
と
あ
り
、
は
っ
き
り
と
寒
門
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
、
密
接
に
軍
事
と
結
び
つ
き
、
な
お
か
っ
起
家
官
も
明
ら
か
に
し
得
な
い
階
層
を
、
か
り
に
「
寒
門
軍
功
層
」
と
名
づ
け
た
い
。
就
任
の
時
期
や
状
況
、
将
軍
と
同
時
に
有
す
る
官
職
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
就
任
者
と
考
え
ら
れ
る
の
は
先
に
挙
げ
た
陳
慶
之
で
あ
る
が
、
普
通
六
年
に
文
徳
主
帥
と
い
う
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
武
官
と
考
え
ら
れ
る
官
職
と
同
時
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
⑤
の
3
・
4
・
6
は
そ
れ
ぞ
れ
衡
州
・
会
稽
郡
・
衡
広
二
州
の
反
乱
討
伐
に
お
け
る
任
命
で
、
表
⑥
の
5
1
8
は
す
べ
て
侯
景
の
乱
以
降
の
梁
末
の
動
乱
の
時
代
に
当
た
っ
て
お
り
、
同
じ
く
表
⑥
の
9
・
mは
、
陳
の
文
帝
年
聞
に
お
け
る
陳
宝
応
討
伐
の
際
に
お
い
て
、
尚
書
省
か
ら
晋
安
郡
へ
下
達
さ
れ
た
「
符
」
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
就
任
事
例
の
多
く
が
平
時
で
は
な
い
、
軍
事
活
動
下
の
任
命
で
あ
る
。
こ
の
二
将
軍
と
先
の
招
遠
・
戎
昭
二
将
軍
の
あ
り
方
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
将
軍
号
の
官
品
(
班
位
)
と
、
就
任
者
の
社
会
的
階
層
、
そ
し
て
就
任
者
の
階
層
と
対
応
す
る
官
職
の
品
位
と
が
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
と
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
陳
蘇
鎖
氏
の
よ
う
な
、
将
軍
号
の
品
位
に
基
づ
く
上
下
関
係
と
、
将
軍
就
任
者
の
社
会
的
階
層
が
一
致
す
る
と
い
う
考
え
と
は
全
く
符
合
し
な
い
の
で
あ
る
。
閣
で
は
、
か
か
る
「
上
級
・
中
級
官
人
層
」
と
「
寒
門
軍
功
層
」
に
日
大
別
さ
れ
る
、
将
軍
就
任
者
の
社
会
的
地
位
と
将
軍
号
の
官
品
と
の
特
不
一
致
は
、
将
軍
号
全
体
の
構
成
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
ト
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
さ
ら
に
上
位
の
将
軍
号
附
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。
に醐
エ
貞
威
将
軍
(
七
品
表
⑦
参
照
)
駒
貞
威
将
軍
は
、
陳
蘇
鎖
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
梁
寄
陳
時
代
を
通
じ
四
五
例
と
、
七
品
将
軍
号
の
中
で
は
最
も
就
任
事
例
か
が
確
認
さ
れ
る
将
軍
号
で
あ
る
。
時
代
的
な
分
布
で
は
、
天
監
七
年
附
の
「
改
革
」
か
ら
普
通
六
年
の
百
号
将
軍
設
置
ま
で
の
聞
と
考
え
ら
枕
れ
る
事
例
が
二
、
普
通
七
年
か
ら
侯
景
の
乱
以
前
と
、
年
代
不
明
だ
時
が
梁
代
と
想
像
さ
れ
る
事
例
が
そ
れ
ぞ
れ
八
と
五
、
侯
景
の
乱
か
ら
刻
陳
の
武
帝
即
位
ま
で
が
一
O
、
陳
初
か
ら
太
建
年
間
以
前
が
九
、
太
建
年
聞
か
ら
陳
の
滅
亡
ま
で
が
一
一
と
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
事
3
例
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
出
身
階
層
で
は
、
員
外
散
騎
侍
郎
・
秘
書
郎
・
著
作
佐
郎
等
の
第
一
級
の
起
家
官
を
有
す
る
も
の
は
の
ベ
九
名
、
王
国
常
侍
・
王
国
侍
郎
・
奉
朝
請
・
太
学
博
士
・
法
曹
参
軍
・
行
参
軍
等
の
ニ
級
の
起
家
官
で
起
家
し
た
も
の
は
の
べ
二
一
名
と
な
り
、
こ
れ
ら
「
上
・
中
級
官
人
層
」
の
就
任
は
、
全
体
の
半
数
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
梁
末
陳
初
期
に
起
家
官
の
不
明
な
陳
覇
先
の
同
族
や
、
そ
の
配
下
の
武
臣
等
が
集
中
し
て
い
る
点
を
の
ぞ
げ
ば
、
梁
陳
時
代
を
通
じ
ほ
ぽ
一
定
で
あ
り
、
先
述
の
招
遠
将
軍
・
戎
昭
将
軍
と
同
じ
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
、
同
時
に
保
持
す
る
官
職
に
つ
い
て
。
四
五
例
中
、
内
官
(
京
官
)
を
有
す
る
も
の
は
、
加
官
の
可
能
性
の
高
い
散
騎
系
統
を
除
き
、
兼
任
の
官
、
お
よ
び
揚
州
・
丹
陽
郡
・
建
康
等
の
内
官
に
準
ず
る
地
方
官
を
含
め
て
も
わ
ず
か
八
例
で
あ
り
、
全
体
の
二
割
に
満
た
な
い
。
逆
に
地
方
官
は
、
刺
史
・
太
守
・
県
令
、
軍
府
の
長
史
・
参
軍
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
も
、
先
の
招
遠
・
戎
昭
二
将
軍
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
将
軍
号
だ
け
の
官
歴
に
目
を
向
げ
る
と
、
貞
威
将
軍
以
後
に
、
よ
り
上
位
の
将
軍
に
就
任
す
る
者
の
総
数
二
五
の
う
ち
四
分
の
一
に
あ
た
る
六
名
が
明
威
将
軍
に
昇
進
し
て
い
る
。
な
お
、
明
威
将
軍
は
、
事
例
数
五
二
と
い
う
五
品
以
下
の
将
軍
号
の
中
で
最
も
多
い
将
軍
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
通
三
年
以
後
五
品
と
六
品
の
両
方
に
記
載
が
あ
る
た
め
に
、
同
じ
く
六
品
と
九
品
に
み
え
る
武
毅
将
軍
と
な
ら
び
、
大
通
「
改
革
」
の
意
図
を
分
か
り
に
く
く
さ
せ
る
一
要
因
と
な
っ
表⑦貞威将軍 (7品)就任者一覧
憎仙曲 ，~刊+繍 l邦衆
32 
て
い
る
。
た
だ
、
『
惰
書
』
巻
一
一
礼
儀
志
六
の
衣
服
の
条
に
も
、
五
品
と
六
品
の
双
方
に
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
二
つ
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
初
の
「
改
革
」
で
あ
る
天
監
七
年
の
時
点
で
は
、
唯
一
の
明
威
将
軍
と
し
て
寧
遠
将
軍
と
同
じ
「
四
品
」
に
置
か
れ
、
決
し
て
低
い
位
置
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
就
任
者
の
内
訳
も
、
全
時
期
を
通
じ
ほ
ぽ
半
数
は
「
上
・
部
中
級
官
人
層
」
に
該
当
す
る
。
明
威
将
軍
が
ニ
カ
所
に
置
か
れ
る
よ
日
う
に
な
っ
た
の
が
、
普
通
六
年
の
百
号
将
軍
設
置
の
時
期
か
ら
で
あ
特
る
こ
と
か
ら
み
て
、
六
品
明
威
将
軍
は
各
班
十
号
ず
っ
と
い
う
数
字
ト
に
当
て
は
め
る
た
め
の
「
帳
尻
合
わ
せ
」
で
、
実
際
に
は
用
い
ら
れ
附
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
に酬
オ
壮
武
将
軍
(
六
品
表
③
参
照
)
制
六
品
の
壮
武
将
軍
は
、
天
監
七
年
に
「
五
品
」
の
将
軍
号
と
し
て
軍
新
設
さ
れ
、
普
通
六
年
に
百
の
将
軍
号
の
一
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
引
で
あ
り
、
六
品
の
中
で
は
一
八
例
と
も
っ
と
も
事
例
の
多
い
将
軍
号
制
で
あ
る
。
就
任
者
の
階
層
を
起
家
官
か
ら
推
測
し
て
み
る
と
、
ニ
例
に
の
王
国
常
侍
、
一
例
の
参
軍
起
家
と
、
若
干
の
例
外
を
の
ぞ
く
と
お
附
お
む
ね
不
明
で
あ
り
、
先
の
超
武
・
宣
猛
ニ
将
軍
の
就
任
者
に
通
じ
剃
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
、
陳
の
後
主
時
代
に
、
突
然
皇
子
の
起
家
の
際
に
与
え
ら
れ
る
将
軍
と
し
て
使
用
さ
れ
は
じ
め
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
同
時
に
保
持
す
る
官
職
も
、
一
八
例
中
八
例
と
、
半
数
近
33 
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一
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一
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日
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一位山
一
唱
一
附
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
畑
一
刊
一
-
回
一
伝
一
一
缶
一
一
一
伝
一
伝
い
一
伝
一
町
一
伝
二
恒
一
附
一
附
一
一
十
一
一
一
一団↑
E
↑
伝
↑
珍
↑
伝
一
伝
一
連
一
腹
一
伝
一
高
一
伝
一
路
一
血
一
缶
一
缶
一
一
一
一
一
十
一
一
明
日
侯
一
侃
一
曲
一
政
市
旭
一
成
一
抑
制
一
俗
一
子
一
峻
一
資
一
貸
一
貌
一
度
一
一
宗
一
主
一
一
約
一
亙
一
学
一
呂
一
義
一
周
…
魯
一
間
一
沈
一
韓
一
撃
一
蹴
一
郎
一
笑
…
徐
一
一
高
一
後
一
一
川
一
由
一
四
一
回
一
同
一
括
一
幻
一
回
一
四
一
回
一
四
一
括
一
時
一
回
一
日
一
一
回
一
四
一
一
倍
一
曾
一
書
一
史
一
前
回
一
書
一
白
話
回
一
曾
一
密
ぃ
曾
↑
書
一
宮
一
盟
一
白
一
上
一
白
一
密
一
↑
播
一
環
一
軒
一
市
一
附
一
陣
一
陣
一
陣
一
腕
一
臨
一
随
一
臨
一
陳
一
般
一
陣
一
同
一
陣
一
陣
一
一
綜
一
四
一
一
問
一
四
一
町
一
畑
一
畑
一
間
一
間
一
一
一
問
…
臨
…
上
一
棚
上
一
=
【
爪
一
何
一
恭
一
一
冊
一
臨
5
F
晋
↑
呉
↑
含
↑
呉
↑
一
一
南
一
安
一
同
↑
呉
一
同
一
一
一
一
一
一
軍
一
一
一
一
日
一
一
一
一
一
軍
一
一
一
一
一
一
一
一
一
参
一
侍
一
一
一
一
一
一
一
侍
一
一
詰
一
侍
一
一
一
一
一
い
史
↑
一
室
↑
常
一
戸
一
一
一
一
九
常
一
一
州
一
常
一
一
一
一
一
一
制
一
一
記
即
↑
騎
一
史
一
一
一
一
一
一
間
一
一
惣
史
一
瞬
一
一
一
一
一
一
州
一
一
府
億
一
倣
一
刺
一
侍
一
一
侍
一
一
一
散
一
一
南
刺
一
散
一
一
一
一
一
?
一
衡
一
一
王
騎
一
直
一
州
一
常
一
一
常
一
史
守
一
一
直
一
一
督
州
一
直
一
一
一
一
一
軍
一
二
史
…
東
倣
…
通
史
↑
脅
↑
守
騎
一
↑
騎
史
一
刺
太
一
一
週
史
↑
史
↑
都
議
一
週
一
一
一
一
一
鵬
一
柵
一
剛
一
酬
抱
一
ト
側
一
ト
一
枕
憎
一
一
愉
剛
一
酬
臓
一
一
ト
剛
一
納
一
ト
骨
一
ト
一
一
一
羽
亡
躍
閣
岡
国
加
国
間
亡
届
川
伊
情
出
版
直
加
仁
者
一
一
↑
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
4
主
一
一
一
日
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
引
一
一
一
一
就
一
一
一
一
一
軍
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
J
一
一
侍
一
一
一
参
一
一
侍
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
町
一
一
常
一
一
一
曹
一
一
常
一
一
綿
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
6
一
一
左
…
一
一
桂
一
↑
右
一
↑
主
い
↑
…
…
↑
ι
ぃ
↑
↑
一
(
一
一
国
一
一
一
府
一
ι
園
一
抗
野
一
↑
一
一
ι
l
一
ι
一
匡
一
↑
国
一
一
一
Z
一
一
主
一
一
繭
一
一
一
一
一
戸
郎
日
一
王
日
王
一
詰
仁
防
防
仁
問
卜
に
い
同
出
量
壮
一
↑
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ι
↑
一
一
一
一
風
一
ー
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
組
一
砥
一
③
一
問
一
胡
一
侃
誠
一
政
一
迫
一
蹴
一
蜘
一
俗
一
刊
一
醐
一
冊
一
鴻
一
誼
…
醐
一
上
一
匹
一
紅
一
表
一
壮
一
昌
一
学
一
章
一
劃
一
周
ι
魯
一
陣
一
世
↑
韓
↑
離
一
僻
↑
林
一
艶
一
時
↑
同
↑
武
一
昨
一
ー一
1
1
4
一5
一6
一7
一8
一9
五
百
万
一
目
立
一
固
一
回
一
口
一
四
一
4
く
が
刺
史
(
都
督
を
含
む
)
と
し
て
の
除
授
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
3
下
位
の
戎
昭
将
軍
・
貞
威
将
軍
と
比
較
し
て
も
大
き
く
異
な
り
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
壮
武
将
軍
就
任
者
は
、
基
本
的
に
超
武
・
宣
猛
二
将
軍
就
任
者
と
同
等
の
「
寒
門
軍
功
層
」
が
主
流
で
あ
る
と
い
え
よ
ャつ。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
壮
武
将
軍
を
含
め
た
六
品
の
将
軍
は
、
普
通
六
年
に
増
設
さ
れ
た
経
緯
を
も
つ
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
高
橋
徹
氏
は
「
武
人
の
昇
進
を
遅
ら
せ
る
し
か
け
」
と
説
明
さ
れ
て
い
話
。
こ
の
点
を
含
め
、
六
品
将
軍
全
体
の
傾
向
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
た
い
。
六
品
将
軍
就
任
者
の
事
例
を
見
る
と
、
こ
の
六
品
将
軍
が
官
歴
中
に
お
げ
る
最
高
の
官
位
で
、
五
品
以
上
の
将
軍
に
昇
進
し
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
よ
う
。
杜
懐
宝
「
天
監
中
、
積
立
功
績
、
官
至
賎
猛
将
軍
・
梁
州
刺
史
」
(
『
梁
書
』
巻
四
六
杜
崩
伝
附
)
淳
子
文
成
「
仕
梁
矯
将
帥
、
官
至
光
烈
将
軍
・
梁
州
刺
史
」
(
『
陳
書
』
巻
一
一
淳
子
霊
伝
附
)
呉
超
「
宮
至
忠
毅
将
軍
」
(
「
陳
書
』
巻
九
呉
明
徹
伝
附
)
程
度
「
威
猛
将
軍
・
諮
議
参
軍
・
盆
昌
勝
開
園
男
・
宋
新
巴
音
源
三
郡
太
守
」
(
『
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
程
度
墓
誌
)
こ
れ
ら
の
将
軍
拝
受
者
は
、
子
孫
の
官
界
に
お
け
る
栄
達
が
無
い
限
り
、
資
料
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
具
体
像
が
知
り
得
な
い
階
層
で
あ
り
、
軍
功
に
よ
る
昇
進
に
一
定
の
限
度
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
六
品
将
軍
に
到
達
す
る
ま
で
、
さ
ら
に
六
品
将
軍
内
で
二
、
三
の
将
軍
を
経
歴
す
る
事
例
も
確
認
さ
れ
る
。
表
之
高
級
勇
⑥
↓
光
速
⑥
↓
雄
信
⑥(
『
架
書
』
巻
二
八
表
遼
伝
附
)
周
宝
安
貞
威
⑦
↓
猛
烈
⑥
↓
雄
信
⑥
↓
貞
毅
⑤
(
『
陳
書
』
巻
八
周
文
育
伝
附
)
任
忠
蕩
窓
⑨
↓
明
毅
⑥
↓
武
毅
⑥
↓
寧
遠
⑤
(
『
陳
書
』
巻
=
二
任
忠
伝
)
周
羅
喉
関
逮
⑦
↓
光
遠
⑥
↓
雄
信
⑥(『
惰
書
』
巻
六
五
周
羅
喉
伝
)
※
O
内
の
数
字
は
将
軍
の
品
。
五
品
以
上
の
昇
進
は
一
部
省
略
先
の
六
品
ど
ま
り
の
事
例
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
将
軍
の
昇
進
の
あ
り
方
は
、
通
常
の
官
職
と
同
様
に
、
将
軍
号
で
あ
っ
て
も
五
品
と
六
品
の
聞
に
は
歴
然
と
し
た
昇
進
の
壁
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
封
。
高
橋
氏
の
説
は
基
本
的
に
首
肯
で
き
る
が
、
な
お
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
六
品
以
下
の
将
軍
の
多
く
は
、
「
寒
門
軍
功
層
」
の
積
み
立
て
て
き
た
軍
功
の
目
安
と
し
て
、
同
時
に
軍
事
経
験
を
積
ん
だ
軍
人
の
プ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
、
つ
ま
り
秦
漢
時
代
に
お
け
る
郎
官
の
ご
と
き
意
義
を
も
有
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
確
認
し
て
き
た
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
必
ず
し
も
将
軍
号
の
班
位
だ
け
で
は
、
就
任
者
の
官
界
で
の
地
位
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
六
品
以
下
の
招
遠
・
戎
昭
・
貞
威
等
の
将
軍
就
任
者
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
う
。
こ
れ
ら
の
就
任
者
は
、
将
軍
号
の
昇
進
こ
そ
六
品
以
下
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
高
位
の
起
家
官
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
以
上
、
軍
功
に
頼
ら
ず
と
も
五
品
以
上
の
昇
進
が
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
組
。
つ
ま
り
、
就
任
す
る
将
軍
の
品
位
よ
り
も
、
ど
ん
な
名
号
の
将
軍
に
就
く
か
と
い
う
こ
部
と
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
間報
カ
寧
遠
将
軍
・
振
遠
将
軍
・
軽
車
将
軍
↑
(
五
晶
表
⑨
・
⑩
・
⑪
参
照
)
品
川
寧
遠
将
軍
に
つ
い
て
は
、
陳
蘇
鎮
氏
が
諸
王
の
子
弟
の
多
く
が
就
同
任
す
る
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
表
⑨
の
3
・
7
・
醐
目
・
η
・幻
)
O
だ
が
、
具
体
的
な
事
例
を
み
る
と
、
就
任
者
は
必
ず
蜘
し
も
諸
王
の
子
弟
お
よ
び
諸
王
自
体
に
限
ら
ず
、
皇
族
の
同
族
や
軍
「
上
・
中
級
官
人
層
」
も
含
ん
で
い
る
。
就
任
者
の
六
割
以
上
が
こ
の
引
寧
遠
将
軍
を
初
授
軍
号
と
し
て
お
り
、
下
位
の
将
軍
か
ら
昇
進
し
て
捌
き
た
も
の
は
八
例
に
す
ぎ
な
い
(
明
威
ニ
・
貞
威
一
・
戎
昭
一
・
六
枕
品
三
・
宣
遠
こ
。
全
体
的
傾
向
か
ら
す
る
と
、
六
品
以
下
か
ら
成
り
時
上
が
っ
た
官
人
が
与
え
ら
れ
る
将
軍
号
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
剰
は
、
寧
遠
と
同
じ
班
に
位
置
す
る
振
遠
将
軍
の
就
任
者
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
3
振
遠
将
軍
は
、
天
監
七
年
の
設
置
時
か
ら
寧
遠
将
軍
と
同
班
に
置
か
れ
、
そ
の
後
の
「
改
革
」
を
経
て
も
ほ
ぽ
同
位
置
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
位
置
づ
け
は
寧
遠
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
就
任
者
を
み
る
と
、
奉
朝
請
・
王
国
常
侍
・
軍
府
参
軍
等
か
ら
起
家
す
る
「
中
級
官
人
層
」
が
そ
の
半
ば
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
は
お
お
む
ね
「
寒
門
軍
功
層
」
と
み
ら
れ
る
。
と
く
に
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
「
中
級
官
人
層
」
か
ら
「
寒
門
軍
功
層
」
へ
と
、
就
任
者
の
出
身
も
下
落
す
る
傾
向
に
あ
る
。
振
遠
将
軍
が
初
授
軍
号
で
は
な
い
事
例
は
少
な
く
と
も
半
数
の
五
例
あ
り
、
そ
れ
以
外
も
詳
細
が
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
振
遠
将
軍
は
基
本
的
に
「
寒
門
軍
功
層
」
が
功
を
立
て
た
後
に
与
え
ら
れ
る
将
軍
号
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
寧
遠
・
振
遠
の
二
将
軍
と
同
品
な
が
ら
一
班
高
い
軽
車
将
軍
も
、
同
班
の
他
の
将
軍
と
は
際
だ
っ
た
差
異
が
表
れ
る
将
軍
で
あ
る
。
就
任
者
は
ほ
と
ん
ど
が
梁
・
陳
王
朝
の
皇
族
(
と
く
に
諸
王
)
お
よ
び
同
族
で
全
体
の
三
分
の
二
以
上
を
越
え
て
い
る
。
た
だ
、
寧
遠
将
軍
と
違
い
、
皇
族
以
外
の
就
任
者
に
「
上
・
中
級
官
人
層
」
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
「
寒
門
軍
功
層
」
と
み
ら
れ
る
も
の
が
目
に
つ
く
が
(
凶
・
幻
i
mて
そ
の
多
く
は
梁
末
陳
初
の
混
乱
期
に
あ
た
り
、
例
外
と
見
な
せ
よ
う
。
将
軍
号
の
昇
進
に
目
を
向
け
る
と
、
表
⑪
の
5
・
8
・
9
・
u-
mは
い
ず
れ
も
寧
遠
将
軍
か
ら
の
昇
進
で
、
こ
れ
ら
の
事
例
が
す
べ
て
梁
の
皇
族
か
、
そ
れ
に
近
い
同
族
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
梁
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代
に
は
寧
遠
か
ら
軽
車
と
い
う
コ
ー
ス
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
3
ま
た
、
皇
族
以
外
の
事
例
の
う
ち
、
同
じ
く
表
⑪
の
お
1
%
-
mは
み
な
下
位
の
将
軍
か
ら
昇
っ
て
き
て
の
拝
命
で
あ
り
、
将
軍
号
を
何
度
も
拝
受
す
る
と
い
う
「
寒
門
軍
功
層
」
の
昇
進
の
パ
タ
ー
ン
に
符
合
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
梁
陳
時
代
を
通
じ
、
皇
族
の
就
任
が
決
ま
っ
て
い
た
将
軍
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
、
言
及
の
足
り
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
が
、
九
品
か
ら
五
品
の
将
軍
就
任
者
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
結
論
は
得
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。
梁
天
監
七
年
か
ら
陳
滅
亡
に
い
た
る
ま
で
の
将
軍
の
任
命
に
は
、
個
々
の
将
軍
で
相
当
の
量
的
な
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
か
た
よ
り
の
内
訳
を
分
析
す
る
と
、
特
定
の
将
軍
に
あ
る
一
定
の
社
会
的
階
層
の
出
身
者
が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
大
ま
か
に
そ
の
階
層
を
区
分
し
た
場
合
、
六
品
以
下
の
将
軍
で
は
「
上
級
官
人
層
」
と
「
中
級
官
人
層
」
、
そ
し
て
「
寒
門
軍
功
層
」
と
い
う
か
た
ち
で
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
五
品
か
ら
は
諸
王
を
中
心
と
す
る
皇
族
層
が
加
わ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
上
級
官
人
層
」
と
「
中
級
官
人
層
」
の
就
任
す
る
将
軍
は
、
ほ
ぽ
重
複
す
る
。
な
お
、
起
家
官
が
不
分
明
と
い
う
点
で
便
宜
的
に
区
分
し
た
「
寒
門
軍
功
層
」
は
、
具
体
例
か
ら
み
る
限
り
、
実
体
と
し
て
は
「
中
級
」
以
下
の
、
中
央
官
へ
の
就
任
を
な
し
え
な
い
末
端
の
地
方
士
人
層
が
主
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
寒
門
軍
功
層
」
に
庶
人
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
「
改
革
」
当
初
に
流
外
用
の
将
軍
を
新
設
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
庶
人
層
か
ら
の
将
軍
就
任
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
庶
人
か
ら
の
昇
進
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
将
軍
に
お
い
て
は
、
流
外
層
の
切
り
捨
て
と
い
う
天
監
の
改
革
の
意
図
は
お
お
む
ね
貫
徹
し
て
い
た
。
な
お
、
か
か
る
将
軍
号
の
「
か
た
よ
り
」
は
、
表
②
の
統
計
の
主
た
る
材
料
で
あ
る
、
正
史
を
主
と
し
た
編
纂
史
料
の
性
格
に
左
右
さ
れ
る
も
の
と
は
み
な
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
決
し
て
量
的
に
多
い
と
は
い
え
な
い
墓
誌
銘
等
の
石
刻
史
料
に
よ
る
事
例
を
含
め
て
も
、
将
軍
就
任
者
の
社
会
的
地
位
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
将
軍
号
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
双
方
の
史
料
の
性
格
に
よ
る
統
計
上
の
差
異
は
う
か
が
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
改
革
」
以
後
の
将
軍
は
、
就
任
者
の
社
会
的
地
位
を
表
示
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
運
用
が
な
さ
れ
、
し
か
も
個
々
の
将
軍
の
班
位
よ
り
も
、
特
定
の
将
軍
号
で
あ
る
こ
と
に
重
要
性
が
存
し
た
と
結
論
さ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
か
か
る
将
軍
号
の
運
用
は
四
品
の
将
軍
号
で
あ
っ
て
も
同
様
の
傾
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
四
品
で
最
も
事
例
の
多
い
雲
麿
将
軍
と
信
武
将
軍
で
は
、
雲
麿
将
軍
の
約
七
割
以
上
が
皇
族
及
び
「
上
・
中
級
官
人
層
」
で
占
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
信
武
将
軍
の
就
任
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
「
中
級
官
人
層
」
で
残
り
が
「
寒
門
軍
功
層
」
と
い
う
具
合
で
あ
り
、
や
は
り
個
々
の
将
軍
号
で
任
用
の
方
法
に
相
違
が
確
認
さ
れ
泊
。
で
は
、
か
か
る
特
定
の
将
軍
号
の
優
越
性
は
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
起
家
官
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
社
会
的
階
層
と
、
一
定
の
規
則
性
に
基
づ
く
将
軍
号
と
の
対
応
と
い
う
事
実
か
ら
想
像
す
る
と
、
そ
れ
は
や
は
り
一
種
の
官
の
清
濁
に
類
す
る
よ
う
な
、
国
家
の
志
向
す
る
秩
序
と
は
相
反
す
る
社
会
独
自
の
価
値
基
準
に
依
拠
し
て
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
と
く
に
こ
の
よ
う
な
個
別
の
部
将
軍
号
の
性
格
付
け
は
、
「
改
革
」
の
初
段
階
に
、
最
初
、
あ
る
い
は
日
初
期
に
就
任
し
た
人
物
の
昇
進
コ
1
ス
と
結
合
し
、
さ
ら
に
「
慣
例
」
轄
と
な
っ
て
以
後
の
就
任
者
を
決
定
づ
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
将
軍
の
↑
優
劣
が
就
任
者
を
以
て
測
ら
れ
る
以
上
、
将
軍
自
身
の
品
(
班
)
に
け
基
づ
く
上
下
関
係
は
よ
り
相
対
化
さ
れ
、
つ
い
に
は
将
軍
の
名
称
自
叫
体
が
品
に
優
先
し
て
重
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
巴又町
A
却】
山
間
あ
る
。
制
将
軍
の
こ
の
よ
う
な
任
用
は
、
唐
代
の
散
官
と
比
べ
た
場
合
、
大
軍
き
く
相
違
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
唐
代
官
引
僚
機
構
に
お
け
る
散
官
と
は
、
そ
の
品
位
の
上
下
を
以
て
宮
人
個
人
耐
の
官
界
に
お
げ
る
身
分
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
散
官
そ
れ
自
枕
体
は
就
任
者
の
社
会
的
出
自
を
表
す
も
の
で
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
時
あ
る
。
「
改
革
」
以
後
の
将
軍
号
に
、
位
階
制
度
の
確
立
し
た
唐
代
に
剃
つ
な
が
る
特
質
を
見
い
だ
す
と
す
る
な
ら
ば
、
特
定
の
将
軍
の
名
称
9
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
位
階
制
に
お
い
て
数
字
を
称
さ
ず
に
官
3
名
を
以
て
表
示
す
る
唐
制
へ
の
先
駆
的
特
徴
と
し
て
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
つ
げ
加
え
る
な
ら
ば
、
将
軍
と
結
び
つ
く
官
職
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方
官
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
将
軍
が
実
際
に
文
武
官
共
通
の
散
官
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、
当
時
期
の
将
軍
が
散
官
と
し
て
の
機
能
よ
り
も
地
方
軍
の
統
率
お
よ
び
軍
功
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
か
よ
う
な
品
(
班
)
の
価
値
を
相
対
化
さ
せ
る
特
定
の
将
軍
号
の
優
越
性
は
、
将
軍
の
昇
進
に
も
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
特
定
の
将
軍
号
を
結
ぶ
「
官
序
」
と
も
い
う
べ
き
昇
進
コ
l
ス
と
し
て
、
「
上
・
中
級
官
人
層
」
用
の
戎
昭
将
軍
か
ら
貞
威
将
軍
へ
の
昇
進
(
三
例
)
、
「
寒
門
軍
功
層
」
用
の
超
武
・
宣
猛
二
将
軍
か
ら
六
品
将
軍
へ
(
四
例
)
と
い
う
昇
進
の
事
例
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
品
(
班
)
に
基
づ
く
「
横
軸
」
と
し
て
の
区
分
も
軽
視
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
見
た
五
品
と
六
品
の
聞
に
そ
び
え
立
つ
昇
進
の
壁
や
、
百
の
六
品
将
軍
全
体
の
性
格
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
、
班
の
序
列
と
将
軍
の
「
名
」
と
い
う
二
つ
の
基
準
を
併
せ
持
っ
た
と
こ
ろ
に
、
南
朝
将
軍
号
の
独
自
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
の
考
察
に
よ
り
、
南
朝
の
将
軍
号
が
単
純
に
唐
の
散
官
に
な
。
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
南
朝
将
軍
4
号
の
散
宮
的
性
質
は
、
そ
の
機
能
面
よ
り
も
む
し
ろ
官
品
と
は
別
に
、
名
称
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
点
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
か
か
る
特
定
の
官
名
を
重
ん
じ
る
と
い
う
、
専
制
国
家
の
意
図
と
は
別
の
次
元
に
属
す
る
社
会
独
自
の
価
値
基
準
を
、
品
階
に
集
約
さ
れ
る
官
僚
制
秩
序
に
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
位
階
を
示
す
際
に
官
名
を
用
い
る
唐
の
散
官
制
度
が
成
立
す
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
郷
里
社
会
に
お
げ
る
士
人
層
の
上
下
関
係
を
、
そ
の
拝
命
す
る
将
軍
の
名
の
相
違
に
よ
っ
て
は
か
る
と
い
う
観
念
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
官
界
で
の
身
分
を
表
す
指
標
と
し
て
機
能
す
べ
く
再
構
築
し
た
の
が
唐
の
位
階
た
る
将
軍
号
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
改
革
」
以
前
の
将
軍
号
は
、
濫
授
に
よ
っ
て
寒
門
寒
人
層
に
ま
で
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
一
流
官
人
が
地
方
官
就
任
の
際
に
付
与
さ
れ
る
官
職
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
出
自
を
殊
に
す
る
官
人
に
対
し
て
同
一
の
将
軍
号
を
与
え
ら
れ
る
状
態
こ
そ
が
、
『
階
書
』
に
お
い
て
「
高
卑
舛
雑
」
と
称
さ
れ
る
理
由
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
軍
号
大
量
設
置
の
理
由
は
、
将
軍
就
任
者
個
人
を
特
定
す
る
た
め
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
将
軍
就
任
者
個
人
に
加
え
、
そ
の
社
会
的
身
分
を
明
確
に
す
る
た
め
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
う
。
つ
ま
り
「
改
革
」
は
、
班
制
の
施
行
に
よ
っ
て
官
僚
制
の
原
理
に
基
づ
い
た
将
軍
の
運
営
を
も
く
ろ
む
国
家
の
側
の
要
望
と
、
「
寒
門
軍
功
層
」
と
同
一
の
将
軍
号
を
与
え
ら
あ現れ
る実る
。的こ
課と
題を
に拒
対む
処「
す上
る・
た中
め級
に官
実人
行層
さ」
れの
た希
と求
想と
像い
きう
れ、
る二
のつ
での
し
か
し
な
が
ら
、
結
果
的
に
官
の
清
濁
に
類
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
将
軍
号
任
用
が
、
「
改
革
」
の
当
事
者
た
る
梁
武
帝
の
思
惑
に
沿
っ
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
「
官
は
人
を
以
て
清
た
り
。
あ
に
限
る
に
甲
族
を
以
て
せ
ん
や
」
(
『
梁
書
』
巻
四
九
庚
於
陵
伝
)
と
言
い
切
っ
た
武
帝
と
し
て
は
、
当
然
班
制
に
一
一
応
化
さ
れ
た
将
軍
号
の
任
用
が
+
担
顕
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
、
結
果
的
に
そ
れ
は
な
し
え
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
諸
王
(
皇
族
)
に
専
用
の
将
軍
号
を
用
い
る
こ
と
自
体
、
班
制
に
大
い
に
も
と
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
官
の
清
濁
と
い
う
価
値
観
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
証
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
む
し
ろ
将
軍
号
が
普
遍
的
な
位
階
制
度
と
し
て
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
社
会
的
な
秩
序
を
払
拭
し
き
れ
な
い
南
朝
官
僚
制
の
歴
史
的
特
質
と
限
界
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
目
。
‘迂(1)
秦
漢
時
代
の
郎
官
に
つ
い
て
は
、
厳
耕
望
「
秦
漢
郎
吏
制
度
考
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
一
盲
研
究
所
集
刊
』
二
三
上
、
一
九
五
一
)
、
増
淵
龍
夫
「
戦
国
官
僚
制
の
一
性
格
」
(
同
氏
『
新
版
中
国
古
代
の
社
会
梁陳時代における将軍号の性格に関する一考察(阿部)
と
国
家
」
第
二
編
第
一
章
所
収
、
岩
波
書
底
、
一
九
九
六
)
、
福
井
重
雅
「
漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
概
観
」
(
同
氏
『
漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
研
究
』
第
一
章
所
収
、
創
文
社
、
一
九
八
八
)
等
の
研
究
を
参
照
。
(2)
現
在
ま
で
の
唐
代
散
官
に
関
す
る
主
要
な
専
論
に
は
、
黄
滑
連
「
唐
代
散
官
試
論
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
五
八
l
三、一
九
八
七
)
、
王
徳
権
「
唐
代
律
令
中
的
散
官
与
散
位
」
(
『
中
国
歴
史
学
会
史
学
集
刊
ご
二
、
一
九
八
九
)
、
同
氏
「
試
論
唐
代
散
官
制
度
的
成
立
過
程
」
(
『
唐
代
文
化
研
討
会
論
文
集
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
二
、
黄
正
建
「
唐
代
散
官
初
論
」
(
『
中
華
文
史
論
叢
」
一
九
八
九
1
二、
一
九
八
九
)
、
張
国
剛
「
唐
代
階
官
与
職
事
官
的
階
官
化
論
述
」
(
「
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
九
l
二
、
の
ち
同
氏
『
唐
代
政
治
制
度
研
究
論
集
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
に
再
録
)
、
陳
蘇
鎮
「
北
周
惰
唐
的
散
官
与
動
官
」
(
『
北
京
大
学
学
報
』
哲
社
版
一
九
九
一
ム
一
)
、
馬
小
紅
「
試
論
唐
代
散
官
制
度
」
(
『
晋
陽
学
刊
」
一
九
八
五
l
四
、
一
九
八
五
)
等
が
あ
る
。
(3)
陳
蘇
鎮
「
南
朝
散
号
将
軍
制
度
考
弁
」
(
『
史
学
月
刊
』
一
九
八
九
=
一
)
、
高
橋
徹
「
南
北
朝
の
将
軍
号
と
唐
代
武
散
官
」
(
『
山
形
大
学
史
学
論
集
』
一
五
二
九
九
五
)
、
窪
添
慶
文
「
北
貌
初
期
の
将
軍
号
」
(
『
東
洋
文
化
」
六
O
、
一
九
八
O
)
。
ま
た
、
窪
添
氏
に
は
光
禄
大
夫
と
将
軍
に
関
す
る
研
究
と
し
て
「
北
貌
に
お
け
る
「
光
禄
大
夫
」
」
(
池
田
温
編
「
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』
東
方
書
属
、
一
九
九
二
)
が
あ
り
、
前
掲
注
(
2
)
王
徳
権
一
九
九
一
論
文
も
南
北
朝
の
将
軍
号
に
言
及
し
て
い
る
。
(4)
将
軍
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
研
究
が
あ
る
。
大
庭
俗
「
前
漢
の
将
軍
」
、
同
氏
「
後
漢
の
将
軍
と
将
軍
仮
節
」
(
と
41 
も
に
同
氏
著
『
秦
渓
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
二
所
収
)
、
厳
耕
望
『
中
園
地
方
行
政
制
度
史
』
上
編
上
巻
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
一
冨
研
究
所
、
一
九
六
了
一
九
六
三
)
、
鹿
伯
源
「
試
論
西
漢
詩
将
軍
之
制
度
及
其
政
治
地
位
」
、
同
氏
「
東
漢
将
軍
制
度
之
演
変
」
〔
と
も
に
同
氏
著
『
歴
史
与
制
度
漠
代
政
治
制
度
試
釈
』
香
港
教
育
図
書
公
司
、
一
九
九
七
)
、
小
尾
孟
夫
「
曹
貌
に
お
け
る
四
征
将
軍
」
(
『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
H
二
六
、
一
九
七
七
)
、
同
氏
「
晋
代
に
お
け
る
将
軍
号
と
都
督
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
三
七
l
三
、
一
九
七
八
)
、
同
氏
「
劉
宋
に
お
け
る
都
督
と
軍
事
」
(
『
中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
七
)
、
石
井
仁
「
四
征
将
軍
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
古
代
文
化
』
四
五
一
O
、
一
九
九
三
)
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
将
軍
制
度
と
日
本
の
征
夷
大
将
軍
を
比
較
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
石
井
仁
「
征
夷
大
将
軍
と
中
国
の
将
軍
」
(
『
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
人
文
科
学
・
社
会
科
学
五
二
、
一
九
九
七
)
が
あ
る
。
(
5
)
王
氏
注
(
2
)
一
九
九
一
論
文
八
四
八
頁
、
高
橋
氏
注
(
3
)
論
文
五
一
頁
。
(6)
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
(
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
。
の
ち
「
宮
崎
市
定
全
集
」
六
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
二
に
再
録
)
第
二
編
第
三
章
「
将
軍
号
の
発
達
」
二
五
一
頁
(
全
集
版
。
以
下
同
)
。
陳
氏
前
掲
注
(
3
)
論
文
三
一
頁
。
(
7
)
高
橋
氏
前
掲
注
(
3
)
論
文
五
O
頁。
(
8
)
前
掲
注
(
4
)
石
井
氏
一
九
九
三
論
文
参
照
。
(9)
小
尾
氏
前
掲
注
(
4
)
一
九
八
七
論
文
、
坂
元
義
種
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
』
第
五
章
「
五
世
紀
の
日
本
と
朝
鮮
の
国
際
的
環
境
」
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
三
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(
叩
)
宮
崎
氏
前
掲
書
第
二
編
第
三
章
「
九
品
官
制
と
九
班
選
制
」
一
七
一
一
頁
、
中
村
圭
爾
「
南
朝
の
九
品
官
制
に
お
け
る
官
位
と
官
歴
」
(
『
史
学
雑
誌
』
八
四
l
四
、
一
九
七
五
。
の
ち
「
九
品
官
制
に
お
け
る
官
歴
」
と
し
て
同
氏
『
六
朝
貴
族
制
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八
七
に
再
録
)
二
七
七
頁
参
照
。
〔
日
)
中
村
氏
注
(
叩
)
論
文
ニ
七
七
頁
参
照
。
(
ロ
)
『
宋
書
』
巻
三
九
百
官
志
上
。
(
日
)
周
一
良
氏
も
同
様
の
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
将
軍
位
号
高
下
」
(
同
氏
「
貌
晋
南
北
朝
史
札
記
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
二
三
二
頁
参
照
。
(M)
中
軍
将
軍
だ
け
は
品
位
の
下
落
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
注
(9)
小
尾
・
周
両
論
文
も
、
鎮
軍
・
撫
軍
将
軍
か
ら
四
平
将
軍
へ
の
進
号
の
事
例
は
あ
げ
る
が
、
中
軍
将
軍
の
事
例
は
示
し
て
い
な
い
。
(
日
)
坂
元
氏
前
掲
書
二
五
八
頁
参
照
。
(
日
)
宮
崎
氏
前
掲
書
第
二
編
第
四
章
「
流
内
十
八
班
」
二
六
二
頁
参
照
。
(
げ
)
な
お
、
越
智
重
明
氏
は
天
監
の
改
革
に
つ
い
て
、
武
帝
の
意
図
と
し
て
は
士
庶
体
制
を
政
治
体
制
に
合
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
庶
民
層
を
す
べ
て
政
治
的
被
支
配
者
層
に
切
り
下
げ
る
措
置
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
庶
民
層
を
流
内
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
氏
の
説
も
首
肯
で
き
る
が
、
改
革
が
完
全
に
武
帝
の
考
え
だ
け
に
基
づ
い
て
実
行
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
同
氏
著
『
貌
晋
南
朝
の
貴
族
制
」
(
研
文
出
版
、
一
九
八
二
)
第
七
章
「
梁
陳
政
権
と
梁
陳
貴
族
制
」
参
照
。
(
凶
)
宮
崎
氏
前
掲
書
第
二
編
第
四
章
「
将
軍
号
」
二
八
二
頁
参
照
。
(
四
)
高
橋
氏
前
掲
注
(
3
)
論
文
六
O
頁。
(
初
)
『
貌
書
』
巻
七
八
張
普
恵
伝
世
宗
崩
、
坐
輿
甑
楢
等
飲
酒
遊
従
、
免
官
。
故
事
、
免
官
者
、
三
載
之
後
降
一
階
而
銭
、
若
才
優
摺
授
、
不
拘
此
限
。
照
平
中
、
吏
部
尚
書
李
詔
奏
普
恵
有
文
事
、
依
才
優
之
例
、
宜
特
穎
紋
、
教
除
寧
遠
将
軍
・
司
空
倉
曹
参
軍
。
朝
議
以
不
降
階
局
策
。
こ
の
張
普
恵
の
免
官
以
前
の
将
軍
号
(
揚
烈
将
軍
、
五
品
上
階
)
が
、
免
官
後
に
与
え
ら
れ
た
寧
遠
将
軍
と
階
を
同
じ
く
す
る
乙
と
か
ら
、
北
貌
で
は
将
軍
号
を
階
と
し
て
用
い
て
い
た
と
す
る
の
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
高
橋
氏
前
掲
注
(
3
)
論
文
お
よ
び
玉
氏
前
掲
注
(2)
一
九
九
一
論
文
は
い
ず
れ
も
南
朝
将
軍
号
の
階
と
し
て
の
使
用
例
を
説
く
が
、
両
者
と
も
実
例
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
(
幻
)
こ
れ
ら
の
階
層
は
、
中
村
氏
が
定
義
す
る
「
次
流
官
序
」
の
官
人
に
ほ
ぽ
一
致
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
氏
の
考
察
に
将
軍
号
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
中
村
氏
前
掲
注
(
叩
)
論
文
参
照
。
(n)
た
だ
し
、
こ
れ
ら
三
例
は
い
ず
れ
も
現
任
官
と
し
て
の
貞
威
将
軍
・
戎
昭
将
軍
を
免
官
さ
れ
て
招
遠
将
軍
を
拝
し
た
わ
砂
で
は
な
く
、
そ
の
聞
に
い
く
つ
か
の
他
の
官
職
を
は
さ
ん
で
い
る
。
窪
添
慶
文
氏
に
よ
れ
ば
、
北
貌
で
は
将
軍
号
が
正
史
に
お
い
て
過
去
の
除
授
と
し
て
記
さ
れ
、
次
の
官
職
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
肩
書
き
と
し
て
は
な
お
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
墓
誌
銘
か
ら
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
「
改
革
」
以
後
、
南
朝
の
将
軍
号
の
場
合
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
経
歴
と
し
て
の
将
軍
号
が
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
窪
添
氏
前
掲
注
(3)
一
九
九
二
論
文
参
照
。
(
幻
)
陳
氏
注
(
3
)
論
文
参
照
。
(M)
た
と
え
ば
、
表
④
の
mm
な
ど
は
起
家
官
や
そ
の
出
身
も
つ
ま
び
ら
梁陳時代における将軍号の性格に関する一考察(阿部)
か
に
し
得
な
い
し
、
四
よ
り
も
や
や
出
自
が
上
と
み
ら
れ
る
日
や
ロ
、
お
よ
び
そ
の
子
の
幻
も
寒
門
、
そ
れ
も
軍
功
を
昇
進
の
手
段
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
階
層
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
寒
門
土
人
の
就
任
事
例
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
就
任
事
例
も
梁
末
陳
初
の
混
乱
期
に
か
た
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
王
朝
側
の
懐
柔
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
(
お
)
中
村
氏
前
掲
注
(
日
)
論
文
参
照
。
(
お
)
高
橋
氏
注
(3)
論
文
参
照
。
(
幻
)
宮
崎
氏
前
掲
書
二
一
八
頁
お
よ
び
高
橋
氏
前
掲
注
(3)
論
文
参
照。
(
お
)
中
村
氏
前
掲
注
(
叩
)
論
文
、
二
七
四
・
二
七
五
頁
の
図
を
参
照
。
(
却
)
た
だ
し
、
品
位
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
将
軍
号
の
「
個
性
」
も
解
消
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
(
初
)
陳
の
末
期
に
は
、
次
第
に
班
の
上
下
に
逆
行
す
る
昇
進
す
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
晋
安
王
伯
恭
は
安
前
将
軍
合
一
品
)
か
ら
軍
師
将
軍
(
四
品
)
へ
(
『
陳
書
」
巻
二
八
同
伝
)
、
晋
照
王
叔
文
は
宣
恵
将
軍
(
四
品
)
か
ら
軽
車
将
軍
(
五
品
)
へ
(
同
書
同
巻
同
伝
)
、
そ
れ
ぞ
れ
「
進
号
」
し
て
い
る
。
(
但
)
中
村
氏
は
、
十
八
班
制
か
ら
官
歴
の
分
化
は
う
か
が
え
ず
、
む
し
ろ
分
化
し
た
官
歴
を
一
本
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
考
察
よ
り
す
る
と
、
官
位
秩
序
に
基
づ
こ
う
と
す
る
武
帝
の
方
針
は
、
当
初
か
ら
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
村
氏
前
掲
注
(
叩
)
論
文
二
七
八
頁
参
照
。
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